
柳

村

家

の

人
鹿

　
　
　
々

持
　
氏
　
家
　
系
　
考
　
回
－

　
　
　
　
一
　
柳
村
利
大
夫
安
治

　
国
学
者
鹿
持
雅
澄
は
、
ど
の
よ
う
な
血
統
を
受
け
て
生
ま
れ
た
の
か
。
彼
の
祖
先

た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
き
わ
た
く

し
は
、
「
鴻
巣
隼
雄
氏
の
『
飛
鳥
井
家
譜
』
作
為
説
は
妥
当
か
Ｉ
鹿
持
氏
家
系
考

‐
―
」
　
（
『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
』
第
一
四
巻
第
八
号
）
　
「
鹿
持
雅
澄
の
叔

父
」
　
（
『
土
佐
史
談
』
復
刊
第
四
八
号
）
　
〔
鹿
持
氏
の
家
系
と
加
持
仁
右
衛
門
の
給

地
名
寄
帳
Ｉ
鹿
持
氏
家
系
考
〕
‥
［
Ｉ
］
　
（
『
海
南
史
学
』
第
一
〇
号
）
な
ど
に
、

い
く
ら
か
明
ら
か
に
し
得
た
と
こ
ろ
を
記
し
て
お
い
た
。
本
稿
は
な
お
探
索
の
十
分

で
な
い
と
こ
ろ
か
お
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
ぐ
報
告
で
あ
る
。

　
柳
村
利
大
夫
安
治
と
い
う
人
物
が
、
鹿
持
雅
澄
の
高
祖
父
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
安
治
の
子
義
七
郎
惟
恒
、
そ
の
子
儀
三
丞
惟
政
、
そ
の
養
子
尉
平
惟
則
、
そ
の
嫡

子
が
鹿
持
藤
太
雅
澄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
雅
澄
の
編
著
『
飛
鳥
井
家
譜
』
　
（
以

下
単
に
『
家
譜
』
と
い
う
こ
と
が
あ
る
）
や
、
そ
の
後
裔
に
伝
わ
る
種
々
の
文
書
ば

か
り
で
な
く
、
土
佐
藩
の
記
録
で
あ
る
『
白
札
勤
役
年
譜
帳
』
　
（
高
知
県
立
図
書
館

蔵
）
に
゛
よ
っ
て
も
知
ら
れ
、
鹿
持
家
代
々
の
墓
標
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
雅
澄
の
祖
先
ら
に
つ
い

て
、
わ
た
く
し
の
知
り
得
た
と
こ
ろ
を
記
す
。
ま
ず
利
大
夫
安
治
か
ら
見
て
ゆ
く
こ

と
に
し
よ
う
。

　
利
大
夫
（
理
大
夫
と
も
）
が
鹿
持
弥
五
左
衛
門
雅
春
の
外
孫
で
、
雅
春
の
子
と
し

七
七
、
　
　
　
　
　
、
丁
　
　
　
　
＝

小
　
　
関
　
　
清
　
　
明

（
人
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
）

て
養
育
せ
ら
れ
、
成
人
の
後
天
和
二
年
、
歩
行
（
徒
士
）
柳
村
久
兵
衛
な
る
者
の
家

禄
を
購
う
て
柳
村
氏
を
称
し
た
人
で
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
ず

間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
利
大
夫
の
父
母
に
つ
い
て

は
、
た
し
か
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
雅
澄
の
『
報
本
論
』
　
（
飛
鳥
井
雅
四
氏
蔵
）

に
は
、
雅
春
の
子
に
つ
い
て
記
す
条
で
、
ま
ず
長
子
仁
右
衛
門
正
知
を
あ
げ
、
そ
の

あ
と
に

　
　
次
は
女
子
、
福
良
丹
後
。
守
藤
原
。
宗
勝
の
曽
孫
東
伝
七
藤
原
。
重
可
に
嫁
し
た

　
　
ま
～
次
を
加
持
弥
五
七
安
治
と
云
・
後
利
大
夫
と
革
む
・
べ
乱
羅
春
君
の
頃

　
　
贈
紹
肘
谷
詐
言
慶
安
二
年
己
丑
に
生
れ
た
ま
へ
り
り
成
心
卵
匹
匹
が

　
　
府
に
出
て
、
故
あ
り
て
其
後
代
々
柳
村
を
称
す
。

と
あ
り
、
『
飛
鳥
井
家
譜
』
の
頭
書
に
は
、

　
　
福
良
丹
後
守
藤
原
京
勝
、
其
子
萬
助
後
号
佐
右
衛
門
恰
二
四
阿
其
千
東
萬
丞
正

　
　
勝
、
秦
氏
地
検
帳
二
乗
市
蔵
ト
有
之
ハ
正
勝
童
名
ナ
リ
、
其
子
東
伝
七
藤
原
重

　
　
可
。

と
も
あ
る
。
子
と
し
て
養
わ
れ
。
た
と
い
う
の
は
、
あ
い
ま
い
な
言
い
方
で
あ
る
が
、

利
大
夫
は
雅
春
の
次
男
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
雅
春
に
は
嗣
子
仁
右

衛
門
正
知
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
瞭
に
記
し
た
の
は
、
雅
澄
の
子
雅

慶
の
『
系
譜
』
　
（
長
崎
勝
憲
氏
蔵
）
で
、
こ
れ
に
は
、

　
　
鹿
持
弥
五
左
衛
門
雅
春
二
男
也

と
明
記
し
て
あ
る
。

　
東
氏
は
仁
井
田
五
人
衆
と
い
わ
れ
た
中
世
末
の
豪
族
の
一
で
あ
る
。
五
人
衆
が
み



七

八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
な
長
宗
我
部
氏
の
配
下
に
入
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
か
、
東
氏
そ
の
他

　
の
系
図
な
ど
細
か
い
点
は
明
瞭
で
な
い
。
『
土
佐
国
編
年
紀
事
略
』
　
（
巻
六
）
や
、

　
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
　
（
高
知
県
立
図
１
　
館
刊
本
高
岡
郡
下
の
二
）
の
山
本
大
氏
の

　
解
説
に
引
か
れ
た
史
料
に
よ
っ
て
、
仁
井
田
郷
本
在
家
城
主
に
福
良
丹
後
守
藤
原
宗

　
澄
（
東
氏
）
な
る
人
物
の
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
『
土
佐
固
編
年
紀
事
略
』
に

　
は
、
『
窪
川
私
記
』
ど
い
う
１
　
の
「
丹
後
守
宗
勝
力
世
継
福
良
介
兵
衛
宗
頼
」
と
い

　
う
一
節
を
引
き
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
宗
勝
ハ
宗
澄
ノ
誤
也
」
と
し
て
い
る
。
『
家

　
譜
』
の
宗
勝
は
あ
る
い
は
宗
澄
の
誤
伝
か
。
』
東
氏
と
並
ん
で
’
仁
井
田
五
人
衆
に
数
え

　
ら
れ
た
西
氏
に
も
、
『
編
年
紀
事
略
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
宗
勝
と
い
う
人
物
が
あ
っ

Ｉ
だ
よ
う
で
、
宗
澄
と
宗
勝
と
は
ま
ぎ
れ
や
す
か
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。
　
　
ド
　
　
ー
’

　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
家
譜
』
は
八
利
大
夫
の
実
父
が
東
氏
で
あ
っ
Ｉ
た
と
す
る

　
が
、
’
こ
れ
を
信
ず
べ
ぎ
か
否
か
。
、
今
日
で
は
確
か
め
よ
う
か
な
い
と
い
う
他
あ
る
ま

　
い
。
こ
う
い
う
父
を
持
っ
た
利
大
夫
が
、
ど
う
い
う
事
情
で
祖
父
の
家
に
養
育
せ
ら

　
れ
た
の
か
、
こ
れ
も
分
か
ら
な
い
。
。
『
家
譜
』
に
よ
る
と
、
弥
五
左
衛
門
雅
春
が
そ

　
の
知
行
所
利
岡
郷
蕨
岡
村
で
死
去
し
た
の
は
、
寛
文
二
年
九
月
十
六
日
の
こ
と
で
、

　
仁
右
衛
門
正
知
が
家
を
継
い
で
、
中
村
山
内
家
に
仕
え
た
。
時
に
利
大
夫
は
十
四
歳

　
で
あ
る
。
部
屋
住
で
、
伯
父
で
あ
り
義
兄
で
あ
る
仁
右
衛
門
に
、
い
つ
ま
で
も
た
よ

　
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
は
言
え
、
思
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
弥

　
五
左
衛
門
の
死
か
ら
二
十
年
の
後
、
天
和
二
年
、
よ
う
や
く
彼
は
歩
行
柳
村
久
兵
衛

　
の
家
禄
を
買
い
と
っ
て
、
新
し
く
一
家
を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
る
。
三
十
四
歳
で
あ

　
る
。
歩
行
に
身
を
落
と
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
や
む
こ
と
を
得
な
か
っ
た

　
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
ま
で
の
利
大
夫
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
か
で
き

　
な
い
。
わ
ず
か
に
、
元
四
末
年
の
頃
白
川
左
次
兵
衛
（
仁
右
衛
門
孫
）
が
江
戸
か
ら

　
利
大
夫
に
送
っ
た
書
簡
に
、
「
拙
者
若
輩
の
時
分
力
旁
以
御
苦
労
二
罷
成
」
　
（
御
苦

　
労
に
罷
成
は
、
お
世
話
に
な
り
の
意
）
と
か
「
誠
若
年
之
時
分
力
万
端
御
世
話
二

　
罷
成
」
　
「
先
年
御
指
南
を
も
請
候
儀
二
御
座
候
」
な
ど
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
中
村
時

　
代
の
利
大
夫
の
片
鱗
を
伝
え
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　
柳
村
を
称
し
て
以
後
の
利
大
夫
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
『
白
札
勤
役
年
譜
帳
』
や

『
自
家
緊
要
録
』
　
（
長
崎
勝
憲
氏
蔵
。
以
下
『
緊
要
録
』
と
い
う
こ
と
か
あ
る
）
に

よ
っ
て
、
大
略
を
知
る
こ
と
か
で
き
る
。
『
自
家
緊
要
録
』
は
、
利
大
夫
か
ら
そ
の

子
義
七
郎
惟
恒
の
晩
年
（
明
和
五
年
）
に
い
た
る
ま
で
の
、
官
歴
を
主
と
し
た
覚
書

で
、
義
七
郎
の
筆
で
あ
る
。
以
下
『
緊
要
録
』
の
原
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
一
部
省
略
し
、
句
読
点
を
つ
け
る
）
　
『
白
札
勤
役
年
譜
帳
』
の
参
考
す
べ
き
部
分

を
（
　
）
に
入
れ
て
附
記
す
る
。

て
養
父
柳
村
久
兵
衛
寛
永
十
八
年
二
訥
奉
公
二
出
、
天
和
二
戌
年
迄
四
十
二
ヶ
年

　
御
歩
行
相
勤
、
、
ｊ
老
衰
仕
、
私
ヲ
養
子
之
御
断
中
上
、
願
之
通
被
仰
付
候
。

　
‐
ト
但
久
兵
衛
初
年
何
御
奉
公
仕
侯
哉
、
御
扶
持
切
米
増
減
有
之
候
哉
、
私
儀
ハ
不

　
　
奉
存
侯
で
　
・
　
ト
ー
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ブ

　
ー
、
弐
人
扶
持

　
　
　
御
切
米
七
石
六
斗
弐
升

　
　
　
　
但
久
兵
衛
取
来
之
通
無
相
違
拝
領
仕
候
。

　
一
、
天
和
三
亥
春
、
高
岡
堰
御
普
請
所
役
相
勤
。

　
一
、
同
年
夏
、
田
野
な
は
り
安
田
安
喜
二
而
、
御
山
方
あ
け
米
支
配
役
相
勤
。
、

　
一
、
同
年
秋
ぶ
貞
享
三
寅
春
迄
赤
岡
浦
役
相
勤
。

　
一
、
貞
享
三
寅
夏
よ
り
元
禄
三
年
迄
宇
佐
浦
役
相
勤
。

　
’
一
、
元
禄
三
午
夏
ぷ
秋
迄
、
羽
根
浦
役
相
勤
。

　
　
　
　
但
右
浦
役
相
勤
候
節
は
壹
人
扶
持
増
、
並
賄
薪
被
下
。

　
　
　
　
（
『
白
札
勤
役
年
譜
帳
』
に
は
、
右
五
項
が
、
「
天
和
二
戌
年
之
春
ぶ
当
分

　
　
　
御
用
被
仰
付
、
同
三
亥
年
方
元
禄
三
午
年
秋
迄
八
ヶ
年
、
赤
岡
宇
佐
羽
根
浦

　
　
　
分
一
役
」
と
あ
る
。
）

　
一
、
同
年
冬
ぷ
翌
年
冬
迄
、
御
蔵
役
相
勤
。

　
一
、
同
四
未
暮
方
同
七
戌
夏
迄
、
町
方
下
役
相
勤
。

　
　
　
　
但
壹
人
扶
持
弐
石
増
被
下
。



　
て
同
七
年
冬
首
翌
年
迄
、
御
城
中
御
番
役
相
勤
。

　
一
、
同
九
子
春
よ
り
同
十
四
年
暮
ま
で
、
手
結
浦
役
相
勤
。

　
　
　
　
但
壹
人
扶
持
増
並
賄
薪
被
下
。

　
一
、
同
十
五
午
春
首
六
月
迄
、
甲
浦
役
相
勤
。

　
　
　
　
但
、
弐
人
扶
持
切
米
壹
石
三
斗
八
升
増
並
賄
薪
被
下
。
（
『
白
札
勤
役
年

　
　
　
　
譜
帳
』
に
は
、
右
二
項
を
あ
わ
せ
て
「
手
結
甲
浦
分
一
役
」
と
あ
る
）

　
一
、
同
年
七
月
よ
り
翌
年
霜
月
ま
て
、
御
普
請
方
頭
取
並
目
付
役
共
相
勤
。
（
「
御

　
　
　
　
普
請
方
下
役
頭
取
」
）

　
一
、
元
禄
十
六
未
極
月
よ
り
宝
永
四
亥
夏
ま
て
、
御
陸
目
付
役
相
勤
。
（
「
徒
目
附

　
　
　
役
」
）

　
　
　
　
但
申
ノ
秋
力
京
都
御
屋
鋪
詰
二
被
遺
候
節
、
太
儀
領
と
為
壹
人
扶
持
二
切

　
　
　
　
米
三
石
増
被
下
。
酉
暮
壹
人
扶
持
弐
石
三
斗
八
升
増
、
都
合
四
人
扶
持
二

　
　
　
　
十
三
石
被
遺
候
。
京
都
三
ヶ
年
相
詰
、
亥
春
帰
国
仕
、
同
年
六
月
二
役
目

　
　
　
　
被
召
上
、
役
領
も
被
召
上
候
。

　
て
同
年
八
月
九
月
ニ
ケ
月
御
城
中
御
番
役
相
勤
。

　
一
、
同
年
十
月
地
震
以
後
よ
り
当
春
ま
て
、
当
分
之
御
用
二
而
浦
々
江
被
遣
、
並

　
　
　
御
船
手
散
乱
之
諸
品
吟
味
役
相
勤
。

　
以
上
の
部
分
は
、
宝
永
五
年
三
月
に
利
大
夫
の
提
出
し
た
差
出
の
拍
で
あ
る
。
当

　
１
　
と
あ
る
の
は
宝
永
五
年
春
で
あ
る
。
あ
と
を
つ
づ
け
る
。

　
一
、
宝
永
五
子
年
七
郡
居
役
始
り
、
安
芸
郡
嶋
田
弥
九
郎
殿
下
役
相
勤
。
取
来
弐

　
　
　
人
扶
持
二
七
石
六
斗
二
升
二
相
加
、
壹
人
扶
持
壹
石
三
斗
四
升
増
被
下
。
宝

　
　
　
永
六
丑
年
右
増
分
加
増
二
御
引
直
被
下
。
（
下
略
）

　
一
、
正
徳
元
卯
年
所
之
居
役
所
止
、
節
季
二
役
所
引
渡
帰
府
仕
候
也
。

　
一
、
同
二
辰
年
首
御
城
中
御
番
（
「
御
城
中
御
番
役
」
）
勤
。
内
巳
年
大
坂
江
御

　
　
　
銀
宰
領
二
被
遣
。

　
て
同
四
午
年
ぷ
御
城
中
横
目
役
（
「
御
城
中
御
番
役
横
目
役
」
）
相
勤
・
戌
年
迄
゜

　
一
、
享
保
三
戌
年
代
勤
之
御
断
中
上
。
皿
計
い
訟
　
　
　
五
ヶ
年

七
九
　
　
柳
村
家
の
人
。
々
。
ト
鹿
持
氏
家
系
考
国
ト
。
（
小
関
）

　
　
　
　
天
和
二
年
よ
り
享
保
三
戌
年
ま
て
在
勤
三
十
七
ヶ
年
。
’

　
利
大
夫
の
官
歴
は
以
上
の
と
お
り
で
、
こ
れ
以
後
十
二
年
間
は
嗣
子
義
七
郎
に
代

勤
せ
し
め
る
。
代
勤
を
願
い
出
た
理
由
は
、
『
家
譜
』
備
考
所
載
の
加
持
雅
房
の
書

簡
に
よ
る
と
、
難
聴
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
享
保
十
五
年
生
涯
を
終
え
る
。
『
緊
要

録
』
に
は
、
義
七
郎
が
。

　
一
、
同
年
（
享
保
十
五
年
）
八
月
十
三
日
ぷ
先
入
御
病
気
。
同
廿
三
日
夜
四
時
易

　
　
　
貧
。
同
廿
五
日
昼
自
分
之
山
江
奉
送
葬
。

と
記
し
て
い
る
。
享
年
八
十
二
。
墓
は
高
知
市
福
井
に
今
も
あ
る
。
「
自
分
之
山
」

と
は
こ
の
墓
所
の
山
で
あ
る
。
墓
標
の
文
字
は
、
正
面
「
加
持
安
治
墓
」
、
左
右
両

面
に
「
享
保
十
五
口
戌
年
八
月
廿
三
日
卒
」
で
あ
っ
て
、
柳
村
で
な
く
加
持
と
あ
る

こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

　
利
大
夫
の
妻
に
つ
い
て
は
『
家
譜
』
に
、
「
千
屋
半
兵
衛
政
富
女
、
宝
暦
十
一
年

辛
巳
三
月
九
日
死
。
于
時
年
九
十
一
矣
。
葬
于
福
井
山
荘
、
号
安
室
む
観
信
女
」
と

あ
る
。
千
屋
氏
は
『
御
侍
中
先
祖
書
系
図
牒
』
　
（
高
知
県
立
図
書
館
蔵
）
に
見
え

る
。
元
祖
千
屋
半
兵
衛
政
富
は
、
浪
人
福
萬
助
左
衛
門
の
嫡
子
で
、
外
姓
子
屋
を
名

の
っ
た
。
慶
安
三
年
御
歩
行
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、
二
人
扶
持
切
米
八
石
を
賜
わ

る
。
寛
文
十
年
御
庭
方
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
十
二
年
、
延
宝
六
年
、
同
八
年

と
ひ
き
つ
づ
い
て
、
あ
わ
せ
て
二
人
扶
持
七
石
加
増
。
元
禄
四
年
十
二
月
御
留
守
居

組
入
を
仰
せ
付
け
ら
る
。
同
十
五
年
に
も
加
増
が
あ
っ
て
、
五
人
扶
持
二
十
石
と
な

り
、
か
つ
格
式
新
御
凪
従
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
享
保
八
年
病
死
。
役
目
は
御
庭
方

御
用
の
み
で
あ
る
が
、
利
大
夫
に
比
し
て
格
段
に
順
調
な
出
世
ぶ
り
で
あ
る
。

　
利
大
夫
が
半
兵
衛
女
を
娶
っ
た
の
は
、
長
女
の
出
生
（
『
家
譜
』
に
よ
る
と
元
禄

四
年
）
よ
り
前
で
あ
る
は
ず
で
、
そ
の
頃
両
家
は
と
も
に
歩
行
の
格
式
で
あ
っ
た
。

千
屋
家
は
代
々
御
庭
方
と
し
て
仕
え
た
。
天
保
三
年
十
一
月
の
雅
澄
の
親
類
書
の

　
『
差
出
拍
』
に
。

　
一
、
高
祖
母
之
里
　
　
御
留
守
居
組
　
　
千
屋
半
兵
衛

と
あ
っ
て
、
雅
澄
の
時
代
に
も
干
屋
家
と
の
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
半
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

兵
衛
は
元
祖
半
兵
衛
の
玄
孫
で
、
父
早
世
の
た
め
留
守
居
組
に
格
下
げ
さ
れ
て
祖
父

の
後
を
継
い
だ
人
で
あ
る
。
（
天
保
十
四
年
に
は
新
厄
従
に
進
ん
だ
）

　
利
大
夫
は
は
じ
め
小
高
坂
村
に
住
み
、
後
に
福
井
村
に
移
っ
た
。
『
孕
石
四
代

記
』
　
（
高
知
県
立
図
書
館
蔵
）
に
、
正
徳
四
年
家
老
孕
石
元
矩
が
江
戸
で
死
去
し
た

時
の
記
事
か
お
る
。
（
吉
野
忠
氏
示
教
に
よ
る
。
）
そ
れ
に
よ
る
と
、
後
室
ら
は
屋

敷
を
明
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
小
高
坂
村
の
柳
村
理
大
夫
の
家
と
地
所
と
を

買
い
と
っ
て
住
ん
だ
と
い
う
。

　
　
於
小
高
坂
村
柳
村
理
大
夫
居
屋
敷
地
面
壹
反
四
十
四
代
夕
、
正
徳
五
年
二
月
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
－

　
　
　
一
日
相
求
。
同
四
月
二
右
屋
敷
引
移
事
。

　
’
△
、
為
代
物
自
銀
弐
百
枚
理
大
夫
江
遺
事
。
“

と
あ
り
、
な
お
ど
の
地
所
内
に
‘
「
宛
り
地
」
・
（
借
地
）
。
し
て
、
組
抜
足
軽
庄
兵
衛
、

御
庭
方
惣
介
、
紺
屋
惣
兵
衛
ら
が
茅
屋
三
棟
を
建
て
て
住
ん
で
い
尭
と
も
見
え
る
。

こ
の
屋
敷
は
、
お
そ
ら
く
利
大
夫
が
柳
村
久
兵
衛
か
ら
買
い
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
さ
て
、
こ
れ
よ
り
後
利
大
夫
の
住
ん
だ
の
か
福
井
村
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

家
老
家
の
要
求
に
は
、
従
う
ほ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
雅
澄
の
子
雅
慶
が
明
治
十

何
年
か
に
、
井
口
村
（
現
在
高
知
市
井
口
町
）
に
移
る
か
り
そ
れ
ま
で
五
代
の
間
、

福
井
が
柳
村
氏
の
住
所
と
な
る
。

　
　
『
家
譜
』
に
よ
る
と
、
利
大
夫
に
は
一
男
三
女
が
あ
っ
た
。
長
女
は
岩
目
地
久
左

衛
門
に
嫁
し
、
宝
永
六
年
七
月
二
十
日
死
す
。
時
に
十
九
歳
。
二
女
は
伊
与
木
庄
左

衛
門
に
嫁
し
、
明
和
三
年
二
月
二
日
死
す
。
享
年
七
十
四
。
次
が
義
七
郎
惟
恒
で
、

家
を
継
い
だ
。
三
女
名
は
い
し
、
島
崎
三
右
衛
門
に
嫁
し
、
宝
永
十
年
八
月
二
十
六

日
死
す
。
五
十
二
歳
。
岩
目
地
、
伊
与
木
、
島
崎
三
氏
に
つ
い
て
は
、
知
る
と
こ
ろ

が
な
い
。

　
元
禄
二
年
の
中
村
山
内
家
の
断
絶
は
、
利
大
夫
に
と
っ
て
も
悲
し
む
べ
き
出
来
事

で
あ
っ
た
。
七
年
前
の
天
和
二
年
に
宗
家
を
出
た
利
大
夫
を
除
き
、
鹿
持
一
族
は
み

な
浪
人
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
そ
の
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
『
飛
鳥

井
家
譜
』
書
簡
考
」
　
（
『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
』
第
二
七
巻
人
文
科
学
第
一
〇

号
）
で
述
べ
た
い
。
利
大
夫
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
で
い
く
ら
か
触
れ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
二
　
柳
村
義
七
郎
惟
恒

　
柳
村
義
七
郎
惟
恒
は
『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
元
禄
九
年
に
出
生
し
た
。
父
利
大
夫

四
十
八
歳
、
母
干
屋
氏
二
十
六
歳
で
あ
る
。
義
七
郎
は
儀
七
郎
と
書
い
た
も
の
か
多

い
が
、
今
『
家
譜
』
一
並
び
に
墓
標
の
文
字
に
従
づ
て
義
字
を
用
い
る
こ
と
に
ず
る
。

　
『
自
家
緊
要
録
』
。
に
よ
れ
ば
、
」
旱
保
三
年
父
利
大
夫
の
代
勤
を
願
い
出
、
翌
四
年
四

月
二
十
九
日
許
可
せ
ら
れ
た
。
。
ヽ
こ
の
時
義
七
郎
は
二
十
四
歳
、
以
後
享
保
十
五
年
八

月
父
の
死
ま
で
十
二
年
間
、
父
の
名
代
と
し
て
勤
役
す
る
こ
と
と
な
る
。
義
七
郎
の

　
　
　
『
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

職
歴
社
次
禎
と
お
り
で
あ
る
。
『
緊
要
録
』
は
あ
ま
り
に
徴
細
に
わ
た
る
と
ご
ろ
が

あ
る
の
で
、
『
白
札
勤
役
年
譜
帳
』
の
原
文
を
掲
げ
、
（
　
）
内
に
『
緊
要
録
』
に

よ
っ
て
補
う
こ
と
に
す
る
。

　
　
一
、
三
代
儀
七
郎
儀
享
保
四
亥
年
春
右
父
理
太
夫
代
役
被
仰
付
以
後
勤
方
左
之

　
　
通
。

　
　
　
一
、
同
年
ぶ
当
分
御
用
、
同
五
子
年
御
目
附
様
御
米
国
御
家
来
中
宮
仕
役
、
御

　
　
　
滞
留
之
中
、
御
用
屋
鋪
御
式
台
牒
番
役
勤
候
二
付
、
金
子
百
疋
被
下
之
。

　
　
　
（
右
の
「
当
分
御
用
」
と
は
、
「
勘
定
方
江
出
勤
」
「
御
屋
鋪
氏
松
様
御
供

　
　
　
守
御
番
二
人
」
「
御
銀
方
当
分
加
役
」
な
ど
で
あ
る
）

　
　
　
一
、
同
六
丑
年
春
（
二
月
）
、
御
武
具
方
御
進
物
方
役
（
江
戸
御
進
物
方
御
呉

　
　
　
服
方
並
御
武
具
役
並
紙
墨
支
配
役
）
被
仰
付
、
江
戸
江
被
遣
之
（
三
月
二
十

　
　
　
七
日
乗
船
四
月
江
戸
着
）
。
同
年
冬
、
御
結
納
御
祝
義
相
済
候
節
、
為
御
祝

　
　
　
儀
銀
五
匁
被
下
之
。
同
七
年
罷
下
。

　
　
ｆ
　
一
、
同
八
卯
年
右
役
筋
二
而
江
戸
へ
被
遣
。
（
四
月
二
十
二
日
高
知
発
足
浦
戸

　
　
　
乗
船
、
五
月
二
十
四
日
江
戸
着
）
同
九
辰
年
春
罷
下
。
（
関
四
月
二
十
七
日

　
　
　
江
戸
発
足
、
五
月
二
十
二
日
浦
戸
着
）
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一
、
同
十
巳
年
春
、
江
戸
御
留
守
江
被
遣
、
爾
来
之
御
進
物
方
役
被
仰
付
之
。

　
（
二
月
二
日
浦
戸
乗
船
、
三
月
四
日
江
戸
着
）

一
、
同
十
一
午
秋
（
八
月
三
日
）
於
江
戸
聞
番
役
被
仰
付
之
。
役
筋
為
仕
馴
、

　
同
十
二
来
年
秋
迄
直
詰
被
仰
付
。
（
享
保
十
一
年
春
直
詰
被
仰
付
）
同
年
罷

　
下
候
節
、
道
中
筋
御
侍
中
仮
陸
目
付
役
（
御
侍
中
海
陸
目
附
役
）
被
仰
付
勤

　
之
。
（
七
月
十
九
日
江
戸
発
足
、
八
月
九
日
晩
浦
戸
着
岸
）

一
、
同
十
三
中
年
秋
、
爾
来
之
江
戸
聞
番
役
二
而
彼
地
へ
罷
越
。
（
七
月
十
七

　
日
浦
戸
乗
船
、
九
月
九
日
江
戸
着
）
同
十
五
戌
年
夏
交
代
二
而
罷
下
。
（
五

　
月
九
日
江
戸
発
足
。
「
此
度
交
代
之
御
用
入
御
歩
行
御
坊
主
御
足
軽
類
惣
宰

　
蒙
仰
」
六
月
三
日
浦
戸
着
）

　
（
八
月
二
十
三
日
、
父
利
大
夫
死
去
。
死
亡
届
、
跡
目
相
続
許
可
ま
で
扶
持

　
米
拝
借
の
願
出
な
ど
の
記
事
詳
細
）

一
、
同
十
六
亥
年
春
、
交
代
を
以
江
戸
へ
被
指
立
之
。
（
三
月
二
十
日
乗
船
、

　
四
月
二
十
日
江
府
着
。
任
役
如
故
）

一
、
同
年
秋
（
八
月
二
十
四
日
）
父
理
大
夫
跡
目
三
人
扶
持
九
石
無
相
違
相
続

　
被
仰
付
旨
、
於
江
戸
被
仰
渡
。
（
「
格
式
共
同
前
」
）
引
続
江
戸
間
番
役
。

一
、
同
十
七
子
夏
、
交
代
を
以
、
従
江
戸
罷
下
。
（
五
月
十
一
日
江
戸
発
足
、

　
閏
五
月
一
日
高
知
着
）

一
、
同
十
八
丑
春
、
交
代
を
以
江
戸
へ
被
差
立
。
（
三
月
二
十
日
乗
船
、
四
月

　
二
十
日
江
戸
着
）
尤
右
一
所
二
御
用
人
類
被
遣
之
二
付
、
海
陸
共
見
く
る
め

　
役
（
惣
人
数
海
陸
之
く
る
め
役
）
被
仰
付
之
。
翌
十
九
寅
年
夏
罷
下
。
（
五

　
月
五
日
江
戸
発
足
、
五
月
二
十
四
日
宿
二
着
）
江
戸
着
以
後
爾
来
之
通
間
番

　
役
勤
之
。

一
、
同
弐
拾
但
春
、
爾
来
之
役
筋
を
以
江
戸
へ
被
差
立
。
（
三
月
二
十
日
乗

　
船
、
四
月
二
十
四
日
江
戸
着
）
依
右
道
中
人
く
る
め
役
（
御
用
人
以
下
惣
ク

　
ル
メ
）
相
兼
候
様
被
仰
付
、
参
着
以
後
、
爾
来
之
通
間
番
役
勤
之
。

一
、
元
文
元
辰
年
、
数
年
堅
固
二
相
勤
候
二
付
、
為
御
褒
美
御
米
三
俵
被
下

柳
村
家
の
人
々
－
鹿
持
氏
家
系
考
目
－
（
小
関
）

　
之
。
（
こ
の
年
の
暮
に
「
俵
子
」
三
俵
を
拝
領
し
た
）
同
年
秋
交
代
を
以
江

　
戸
右
罷
下
。
（
六
月
六
日
江
戸
発
足
、
七
月
二
日
高
知
着
）

一
、
同
工
巳
夏
、
爾
来
之
役
筋
を
以
江
戸
御
留
守
江
被
差
立
之
。
（
三
月
十
日

　
高
知
発
足
、
四
月
十
七
日
江
戸
着
。
同
日
於
左
一
右
衛
門
殿
宅
、
御
銀
方
エ

　
御
役
替
被
仰
付
旨
、
被
仰
渡
也
。
但
、
聞
番
役
逼
迫
相
勤
カ
タ
ク
、
多
年
内

　
分
之
断
申
、
去
年
留
守
中
御
聞
届
、
依
之
也
）

一
、
同
三
午
春
、
江
戸
互
父
代
を
以
罷
下
。
（
四
月
二
十
五
日
江
戸
発
足
、
六

　
月
八
日
御
国
着
）

一
、
同
年
暮
、
来
末
春
江
戸
御
留
守
へ
被
指
立
旨
被
仰
渡
之
。

一
、
同
四
来
春
（
三
月
）
、
病
気
（
足
痛
）
ニ
付
乗
船
之
儀
延
引
被
仰
付
。
（
六

　
月
快
気
之
趣
申
出
。
十
一
月
七
日
よ
り
翌
年
三
月
ま
で
、
御
普
請
方
加
役
）

一
、
寛
保
元
酉
春
（
三
月
十
三
日
）
、
浦
々
御
銀
取
役
当
分
被
仰
付
之
。
（
「
同

　
四
月
廿
日
上
灘
江
御
銀
取
立
二
発
足
、
同
廿
八
日
帰
府
。
同
九
月
十
八
日
下

　
灘
へ
行
。
同
十
月
六
日
帰
」
　
「
寛
保
二
壬
戌
正
月
廿
一
日
上
灘
へ
御
銀
取
立

　
二
行
。
同
廿
八
日
帰
府
」
）

一
、
同
二
戌
春
（
二
月
三
日
）
甲
浦
御
分
一
役
被
仰
付
之
。
（
二
月
十
二
日
高

　
知
発
足
）

一
、
延
享
二
丑
年
暮
（
閏
十
二
月
十
三
日
）
江
戸
御
供
述
御
徒
目
付
役
（
江
戸

　
御
陸
目
付
役
）
被
仰
付
、
役
料
壹
石
被
下
之
。
追
而
増
役
領
三
石
被
下
之
。

　
（
延
享
三
年
三
月
朔
日
乗
船
、
四
月
五
日
江
戸
着
。
芝
御
屋
鋪
へ
被
仰
付
）

一
、
同
四
卯
年
１
　
（
七
月
二
十
二
日
）
就
病
気
、
御
徒
目
付
役
無
異
儀
御
免
被

　
仰
付
之
。
（
四
月
二
十
日
江
戸
芝
御
屋
鋪
出
足
、
岐
蘇
路
御
先
達
二
罷
越
、

　
五
月
十
一
日
御
国
二
着
）
　
（
以
後
延
享
五
年
、
寛
延
二
年
、
同
三
年
は
「
無

　
役
」
で
あ
る
）

一
、
宝
暦
元
朱
夏
（
五
月
二
十
九
日
）
幡
多
倉
役
被
仰
付
之
。

一
、
同
三
酉
十
二
月
（
二
十
九
日
）
切
米
壹
石
御
加
増
被
仰
付
之
。

一
、
同
七
丑
年
（
三
月
四
日
）
長
浜
御
分
一
役
被
仰
付
之
。



八
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
　
　
一
、
明
和
五
子
十
二
月
（
二
十
六
日
）
爾
来
役
方
堅
固
二
相
勤
候
を
以
、
御
詮

　
　
　
義
之
上
達
御
聴
、
格
式
白
札
被
仰
付
之
。
（
『
緊
要
録
』
は
こ
こ
ま
で
で
あ

　
　
　
る
）

　
　
　
一
、
安
永
二
巳
五
月
病
気
其
上
老
年
二
付
、
役
目
難
相
勤
、
遂
御
断
御
免
被
仰

　
　
　
付
。
無
程
倅
儀
三
丞
へ
代
役
奉
願
。
同
年
迄
五
拾
五
ヶ
年
之
内
、
相
続
以
後

　
　
　
四
拾
三
ヶ
年
相
勤
。
同
年
病
死
。

　
義
七
郎
の
職
歴
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
死
去
は
安
永
二
年
五
月
二
日
。
年
を

享
く
る
こ
と
七
十
八
歳
。
‘
’
福
井
山
荘
先
螢
の
次
に
葬
り
’
本
光
智
元
信
士
と
号
す
。

　
゛
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
一

墓
標
正
面
の
文
字
は
「
加
持
義
七
良
惟
恒
墓
」
で
あ
っ
て
。
父
利
大
夫
と
同
し
く
柳

村
の
名
を
用
い
で
い
な
い
・

　
義
七
郎
の
は
じ
め
の
妻
は
、
田
島
所
右
衛
門
利
範
の
女
名
は
節
。
『
家
譜
』
に

　
「
延
享
五
年
戊
辰
五
月
十
八
日
死
、
于
時
年
三
十
三
、
葬
于
福
井
山
荘
、
号
荷
岳
妙

葉
信
女
」
と
あ
る
。
長
男
儀
三
丞
惟
政
は
そ
の
所
生
で
あ
る
。
田
島
氏
は
『
御
侍
中

先
祖
書
系
図
牒
』
に
見
え
る
。
所
右
衛
門
利
範
は
郷
士
小
島
儀
右
衛
門
の
倅
で
、
正

徳
三
年
、
留
守
居
組
で
当
時
「
御
奥
御
鋪
弘
番
」
で
あ
っ
た
田
島
又
右
衛
門
正
勝
の

養
子
と
な
り
、
享
保
六
年
跡
目
相
続
、
同
十
年
死
去
し
た
。
義
七
郎
が
そ
の
女
を
娶

っ
た
の
は
、
『
緊
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
七
年
九
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
、
義

七
郎
三
十
七
歳
、
節
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
天
保
三
年
の
雅
澄
の
親
類
書
の
『
差
出

拍
』
に
、

　
　
一
、
曽
祖
母
之
里
　
　
新
御
皿
従
格
　
　
田
島

と
あ
る
。
こ
の
時
田
島
家
の
当
主
は
右
の
『
系
図
牒
』
に
よ
れ
ば
佐
源
太
正
明
で
あ

る
が
、
こ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
雅
澄
ら
と
の
交
渉
が
と
だ
え
が
ち
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
後
妻
は
近
藤
五
郎
右
衛
門
の
女
。
『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
明
和
九
年
三
月
五
日
死

す
、
年
六
十
九
、
福
井
山
荘
先
螢
の
次
に
葬
り
、
桃
屋
智
紅
信
女
と
号
す
。
近
藤
氏

に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
義
七
郎
に
は
長
男
の
ほ
か
に
、
次
男
定
尚
と
女
子
と
か
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
母

が
前
妻
で
あ
る
か
後
妻
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
定
尚
は
『
家
譜
』
に
、
竹
田
喜

右
衛
門
養
子
と
な
り
円
之
丞
と
称
し
た
こ
と
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
竹
田
・
柳

村
両
家
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　
天
保
七
年
、
柳
原
専
蔵
が
先
祖
祭
の
祭
文
を
雅
澄
に
依
頼
し
た
時
、
雅
澄
の
書
き

と
め
た
柳
原
氏
の
系
図
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
柳
原
家
の
先
祖

柳
原
十
左
衛
門
某
。
そ
の
七
男
孫
兵
衛
重
友
が
母
方
に
養
わ
れ
、
母
方
の
名
字
竹
田

を
唱
え
、
寛
文
二
年
歩
行
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
。
重
友
の
養
子
定
直
、
定
直
の
養

子
友
直
、
友
直
の
男
が
喜
右
衛
門
某
で
あ
る
か
、
こ
れ
か
早
世
し
た
。
そ
こ
へ
柳
村

か
ひ
１
　
子
と
し
て
入
っ
た
。
の
が
す
な
わ
ち
定
尚
で
あ
゛
る
。
つ
い
で
に
述
べ
て
お
く
。
‘

竹
田
家
で
は
こ
れ
ま
で
嗣
た
。
る
べ
き
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
定
尚
は
は
じ
め
て

実
子
専
蔵
正
を
じ
て
家
を
継
が
せ
る
こ
と
か
で
き
た
。
こ
の
専
蔵
が
姓
を
昔
に
か
え

し
で
柳
原
専
蔵
と
な
る
。
先
祖
祭
の
祭
文
を
雅
澄
に
た
０
　
ん
だ
の
は
こ
の
人
で
あ

る
。
（
こ
う
い
う
わ
け
で
、
『
家
譜
』
に
は
、
竹
田
円
之
丞
と
柳
原
専
蔵
と
は
、
全

く
縁
の
な
い
人
で
あ
る
か
の
如
く
、
二
箇
所
に
分
か
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
父

子
で
あ
る
）
と
こ
ろ
が
こ
の
専
蔵
が
ま
た
養
子
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
迎
え
ら
れ

た
の
が
雅
澄
の
弟
雅
枝
（
柳
原
忠
助
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
は
、
雅
澄

の
柳
原
系
図
メ
モ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
。
天
保
三
年
の
雅
澄
の
『
差
出

拍
』
に
は
。

　
　
一
、
従
弟
違
　
　
同
格
（
白
札
）
　
柳
原
専
蔵
　
　
　
｀

と
あ
る
。
柳
原
家
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
知
る
こ
と
か
で
き
な
い
。

　
定
尚
の
妹
は
『
家
譜
』
に
、
松
田
徳
兵
衛
に
嫁
し
、
宝
暦
七
年
十
二
月
歿
し
た
と

見
え
て
い
る
。

　
義
七
郎
は
な
か
な
か
の
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
に
、
彼
が
年
少
の
頃
か
ら

文
事
に
心
を
入
れ
た
こ
と
を
物
語
る
材
料
か
お
る
。
「
惟
恒
弱
冠
ノ
昔
書
之
」
と
端

に
記
さ
れ
た
文
章
（
漢
文
・
長
崎
勝
恵
氏
蔵
）
で
、
『
東
関
紀
行
』
の
作
者
に
つ
い

て
、
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
岡
西
惟
中
『
続
無
名
抄
』
の
「
鴨
。
長
明
。
之



海
道
。
記
と
？
挙
ご
世
思
・
良
明
之
作
ぺ
。
″
也
不
審
事
也
」
と
い
う
こ
と
ば
を
引
き
、

次
に
い
く
つ
か
の
証
を
あ
げ
て
「
鴨
長
明
之
海
道
記
」
（
す
な
わ
ち
『
東
関
紀
行
』
）

が
長
明
の
作
で
あ
り
え
な
い
こ
と
を
述
べ
、
「
是
。
以
則
知
不
回
。
惟
中
。
誤
一
矣
」
と

結
ん
だ
も
の
で
、
こ
れ
を
見
れ
ば
、
青
年
義
七
郎
が
既
に
相
当
の
学
力
を
蓄
え
て
い

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
彼
の
父
利
大
夫
は
中
村
文
化
の
雰
囲
気
の
な
お
伝
わ
る
中

で
前
半
生
を
送
っ
た
人
で
あ
り
、
「
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
」
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、

相
当
に
書
を
読
ん
だ
人
で
あ
っ
た
。
飛
鳥
井
氏
の
後
裔
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
義
七
郎
の
育
っ
た
家
庭
に
は
、
お
の
ず
か
ら
文
事
を
尊
ぶ
気
風
か
流
れ
て
い

た
と
想
像
せ
ら
れ
る
。

　
義
七
郎
の
著
述
の
一
つ
に
『
巧
者
学
問
』
（
飛
鳥
井
雅
四
氏
蔵
・
成
立
年
代
未
詳
）

か
お
る
。
安
並
雅
景
の
欧
文
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
見
よ
う
。

　
　
功
者
学
術
は
柳
村
儀
七
郎
か
時
勢
を
訊
し
て
著
す
所
也
。
予
か
父
か
つ
て
其
人

　
　
を
し
れ
り
。
才
識
学
文
あ
り
て
、
和
歌
誹
諧
を
よ
く
せ
り
。
か
つ
て
自
賛
の
和

　
　
歌
あ
り
。

　
　
　
　
　
寄
雲
恋

　
　
　
よ
し
や
名
の
空
に
た
つ
と
も
行
末
は
朝
の
雲
と
我
も
な
り
な
む

　
　
　
　
　
老
後
の
述
懐

　
　
　
七
十
の
し
ほ
に
す
き
ぬ
る
老
の
な
み
立
居
に
つ
け
て
袖
は
ぬ
れ
け
り

　
　
今
此
書
を
見
る
に
辨
捷
口
給
と
云
へ
し
。
然
も
其
人
か
へ
っ
て
簡
重
温
潤
の
長

　
　
者
な
り
し
と
い
ふ
。
此
書
の
名
及
作
者
知
人
す
く
な
け
れ
は
、
事
の
埋
没
を
惜

　
　
て
、
こ
こ
に
し
る
す
と
い
ふ
。

　
　
　
文
化
二
年
六
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
並
雅
１
　

　
こ
の
人
物
評
は
信
頼
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
と
に
「
辨
捷
口
給
」
は
、
こ
の

書
を
一
読
し
て
納
得
さ
れ
る
。
「
学
文
」
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
漢
籍
の
教
養
か

う
か
が
わ
れ
る
。
父
の
利
大
夫
も
か
な
り
漢
学
に
勉
め
た
よ
う
１
　
義
七
郎
が
そ
の

感
化
を
う
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
は
漢
文
の
序
か
お
る
。
は
じ
め
に

『
銭
神
論
』
の
一
節
を
引
き
、
「
其
の
学
文
神
徳
天
満
天
自
在
天
神
の
如
き
も
、
之

八
三
　
　
柳
村
家
の
人
々
－
鹿
持
氏
家
系
考
目
Ｉ
（
小
関
）

　
（
銭
神
）
に
逢
え
ば
匍
匍
頂
礼
し
て
閉
口
す
と
云
」
と
結
ん
で
い
て
、
本
書
の
主
旨

を
示
す
か
如
く
で
あ
る
。
本
文
は
前
半
に
儒
学
の
処
生
に
益
な
き
こ
と
を
述
べ
、
後

半
に
金
銀
万
能
の
世
相
と
、
そ
れ
ゆ
え
功
者
に
た
ち
回
っ
て
裕
福
に
な
る
工
夫
（
い

わ
ゆ
る
功
者
学
問
）
を
せ
よ
と
の
意
を
、
軽
妙
の
筆
致
で
、
例
話
を
も
交
え
て
述
べ

て
い
る
。
儒
学
へ
の
不
信
は
相
当
に
本
心
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
功
者
学
問
に
精
出

せ
は
勿
論
反
語
で
あ
る
。
一
節
を
引
い
て
お
こ
う
。

　
　
熟
思
ふ
に
卑
賤
の
学
問
は
。
只
功
者
の
術
を
習
ふ
へ
し
。
そ
れ
も
ま
た
生
れ
つ
か

　
　
す
は
学
ひ
か
た
か
ら
ん
か
。
さ
れ
ど
双
紙
の
端
ひ
と
つ
覗
く
に
も
及
は
す
。
仁

　
　
の
義
の
と
角
の
立
た
る
事
に
な
け
れ
は
、
無
病
に
さ
へ
あ
ら
は
い
と
や
す
き
道

　
　
成
へ
し
。
兎
角
に
身
貧
に
し
て
は
世
に
用
ひ
ら
れ
す
。
忠
孝
も
全
か
ら
す
。
格

　
　
物
致
知
よ
り
も
取
。
物
″
致
。
徳
。
の
工
夫
か
第
一
也
。
物
を
取
に
さ
ま
さ
ま
の
術

　
　
あ
り
。
下
賤
の
諺
に
、
知
れ
す
は
盗
み
負
す
は
は
く
ち
と
い
ふ
事
あ
り
。
さ
れ

　
　
と
も
あ
ら
は
れ
す
負
ま
し
と
も
極
め
か
た
け
れ
は
、
危
き
わ
さ
成
へ
し
。
人
の

　
　
物
を
も
ろ
ふ
に
妨
は
な
し
。
先
手
下
の
も
の
の
中
、
四
季
節
く
を
か
か
さ
す
物

　
　
く
れ
る
人
を
は
、
念
頃
に
あ
い
し
ら
ふ
へ
し
。
さ
れ
と
分
を
過
て
余
り
い
ん
き

　
　
ん
な
る
詞
も
つ
か
ひ
か
た
け
れ
は
、
此
類
へ
は
猫
撫
声
と
い
ふ
声
色
を
用
ゆ
へ

　
　
し
。
猶
々
悦
ひ
て
度
々
く
れ
る
也
。
又
其
く
れ
る
人
は
、
も
と
身
の
為
に
す
る

　
　
事
な
れ
は
、
何
に
て
も
彼
の
為
に
成
へ
き
事
を
考
へ
、
な
ら
ぬ
事
を
も
心
を
つ

　
　
く
し
て
世
話
を
や
く
へ
し
。
く
れ
ぬ
も
の
に
は
、
な
そ
を
以
て
し
か
け
、
夫
に

　
　
て
も
し
ら
ま
ぬ
も
の
に
は
、
ふ
し
ふ
し
に
当
て
身
を
く
わ
せ
、
成
事
を
も
埓
明

　
　
け
す
、
理
を
も
非
に
言
ひ
け
し
、
と
か
く
物
を
出
さ
ぬ
う
ち
は
い
た
め
て
や
る

　
　
か
上
策
也
。
か
く
の
こ
と
く
す
れ
は
。
、
世
間
を
問
合
せ
て
扨
は
と
気
の
付
よ

　
　
り
、
し
た
た
か
な
事
を
す
る
物
也
。
扨
十
と
れ
は
五
つ
は
我
を
引
立
へ
き
人
々

　
　
へ
さ
～

　
　
ひ
、
竹
馬
の
友
達
成
と
も
貧
に
し
て
世
の
勢
ひ
な
き
人
に
は
、
病
人
の
願
ひ
物

　
　
な
り
と
て
も
ら
い
に
来
り
た
り
と
も
、
梨
子
壹
つ
や
る
へ
か
ら
す
。
盗
妬
日
、

　
　
仁
を
す
れ
は
富
ま
す
富
を
す
れ
は
仁
な
ら
す
と
の
名
言
、
孟
子
も
下
心
は
う
な



八
四

　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

つ
か
れ
た
も
し
れ
ぬ
を
、
後
の
学
者
か
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
工
夫
を
付
て
、
幾
は

く
人
に
か
損
を
さ
せ
つ
ら
ん
。
（
明
ら
か
な
誤
写
を
正
し
、
振
仮
名
の
多
く
を

は
ぶ
い
た
）

　
雅
景
の
蹟
に
も
あ
る
よ
う
に
、
義
七
郎
は
和
歌
を
よ
み
俳
句
を
作
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
相
当
の
域
に
達
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
義
七
郎
の
歌
は
お
お
か
た
『
紫
霞
尊
翁
家
集
』
に
集
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

る
。
こ
の
集
に
は
、
１
　
原
雅
俊
（
義
七
郎
）
　
・
同
雅
英
（
儀
三
丞
）
ヽ
・
通
布
・

金で

胚7)あ

の
四
人
の
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
飛
鳥
井
雅
四
氏
蔵
本
・
長
島
勝
憲
氏
蔵
本
の
二

が
あ
り
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
歌
の
大
多
数
は
雅
俊
の
で
あ
る
゛
。
二

本
と
も
雅
澄
の
筆
の
与
つ
で
、
編
者
も
雅
澄
で
。
あ
ろ
う
。
長
崎
氏
。
に
は
、
本
９
　
編
集

の
材
料
と
な
っ
た
と
お
ぽ
し
い
歌
稿
が
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
ノ
’

　
雅
俊
に
つ
い
て
、
本
書
の
は
じ
め
に
雅
澄
の
朱
書
書
入
が
あ
る
の
で
、
写
し
て
お

　
　
雅
俊
ハ
俗
称
柳
村
儀
七
郎
卜
呼
。
紫
霞
山
人
卜
号
ス
。
老
後
塑
翁
ト
称
ス
。
安

　
　
永
二
年
葵
巳
七
十
八
歳
ニ
テ
終
。
著
述
　
都
鄙
の
言
葉
　
江
戸
の
名
残
　
西
灘

　
　
紀
行
　
巧
者
学
術
等
ア
リ
。
（
飛
鳥
井
本
に
よ
る
。
長
崎
本
に
薬
翁
の
号
見
え

　
　
ず
）

　
以
下
雅
俊
の
和
歌
を
ぬ
き
出
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
山
家
時
雨

　
　
　
夕
日
影
さ
ひ
し
く
残
る
松
の
戸
に
な
を
あ
は
れ
そ
ふ
初
時
雨
か
な

　
　
　
　
　
雪
中
眺
望

　
　
　
朝
ほ
ら
け
ね
く
ら
を
出
る
む
ら
鳥
の
羽
風
に
落
る
松
の
し
ら
雪

　
こ
れ
は
四
首
を
記
し
た
詠
草
（
長
崎
氏
蔵
）
の
う
ち
の
二
首
で
、
料
紙
の
左
端
に

　
「
右
自
詠
戸
塚
元
啓
翁
点
也
。
脇
書
則
翁
之
筆
也
。
享
保
十
一
二
年
之
頃
欺
。
寛
保

辛
酉
七
月
二
日
再
披
見
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
と
も
に
合
点
が
あ
り
、

前
者
に
「
殊
勝
奉
存
候
欺
」
後
者
に
「
美
麗
奉
存
候
欺
」
と
の
脇
１
　
が
あ
る
。
義
七

　
郎
が
享
保
六
年
以
後
、
何
度
と
な
く
江
戸
に
往
来
し
た
こ
と
は
、
既
に
見
た
と
お
り

　
で
、
和
歌
を
は
じ
め
た
の
は
い
つ
か
ら
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
戸
塚
元
啓
の

　
教
え
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
首
と
も
に
優
美
、
こ
と
に
第
二
首
は
元
啓
の
評
の

　
と
お
り
美
麗
で
繊
細
で
あ
り
、
す
で
に
か
な
り
の
習
練
を
へ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ

　
る
。
享
保
十
一
年
は
義
七
郎
三
十
一
歳
で
あ
る
。
戸
塚
元
啓
は
土
佐
藩
邸
に
出
入
り

　
し
た
歌
人
ら
し
く
、
藩
主
山
内
豊
敷
や
戸
部
良
嘸
も
就
い
て
和
歌
を
学
ん
だ
と
の
こ

　
と
で
あ
る
。

　
　
¨
　
　
　
尋
山
花
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
・

　
　
　
た
つ
ね
入
る
山
路
の
末
は
遠
け
れ
ど
心
に
ち
か
き
花
の
お
も
か
け

　
パ
　
　
‘
　
連
日
雪
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

　
　
。
降
そ
め
て
日
数
も
し
ら
ぬ
白
雪
の
は
て
は
幾
重
の
山
ど
成
ら
ん

‘
こ
れ
ら
を
含
む
詠
草
（
長
崎
氏
蔵
）
’
に
は
、
端
琵
「
右
戸
塚
老
師
添
削
　
享
保
十
四

　
己
酉
無
神
月
中
旬
」
と
あ
る
。
（
こ
の
二
首
合
点
あ
り
。
後
者
に
脇
書
「
御
尤
奉
存

　
候
欺
」
あ
り
）
こ
れ
も
優
麗
の
歌
、
前
者
は
な
ん
と
な
く
俊
成
の
自
讃
歌
「
面
影
に

　
花
の
姿
を
さ
き
立
て
て
い
く
へ
越
え
き
ぬ
峰
の
白
雲
」
を
思
わ
せ
る
。
義
七
郎
は
俊

　
成
を
好
ん
だ
よ
う
で
、
後
に
記
す
『
西
灘
紀
行
』
で
は
、
俊
成
の
「
浦
づ
た
ふ
磯
の

　
苫
や
の
か
ぢ
枕
聞
き
も
な
ら
は
ぬ
波
の
音
か
な
」
を
引
歌
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　
　
『
自
家
緊
要
録
』
　
（
享
保
十
五
年
）
に
、
江
戸
に
お
い
て
、

　
　
　
金
子
弐
百
疋
拝
領
、
右
は
御
歌
書
之
写
、
近
藤
半
十
郎
殿
方
被
仰
付
、
相
認
候

　
　
　
為
御
褒
美
被
下
。

　
と
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
義
七
郎
の
歌
学
熱
心
が
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

　
い
る
。
（
彼
の
筆
跡
も
す
ぐ
れ
て
い
る
）
だ
い
ぶ
ん
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
谷
垣
守

　
の
覚
帳
『
江
戸
立
用
事
１
　
』
の
延
享
四
年
に
記
し
た
部
分
に
、

　
　
　
柳
村
儀
七
郎
定
家
百
人
一
首
ノ
内
セ
ミ
丸
の
歌
字
形
う
つ
し
置
か
へ
り
つ
つ
ト

　
　
　
ア
リ

　
と
の
記
事
か
あ
る
。
（
吉
野
忠
氏
示
教
に
よ
る
）
こ
Ｉ
礒
七
郎
の
持
ち
か
え
っ
た
字

　
形
う
つ
し
を
、
わ
た
く
し
は
先
年
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
こ
れ
や
こ
の
」
の
歌
を



模
写
し
た
紙
の
右
に
よ
せ
て
「
色
紙
竪
六
寸
七
分
損
五
寸
九
分
、
四
方
金
銀
ノ
ヘ
リ

ア
リ
。
右
京
極
黄
門
定
家
卿
為
小
倉
山
荘
　
末
世
判
　
折
紙
副
。
右
延
享
四
丁
卯
四

月
十
日
拝
見
　
於
武
江
芝
」
と
七
行
に
書
い
て
あ
っ
た
。
武
江
芝
は
武
蔵
江
戸
芝
の

藩
邸
で
あ
る
。
こ
の
時
義
七
郎
は
徒
目
附
役
と
し
て
江
戸
に
あ
り
、
四
月
二
十
日
に

は
帰
国
の
途
に
上
っ
た
こ
と
、
既
に
『
緊
要
録
』
に
よ
っ
て
記
し
た
と
お
り
で
、
垣

守
の
覚
書
と
ま
さ
し
く
照
応
す
る
。
彼
の
和
歌
へ
の
執
心
の
な
み
な
み
で
な
か
っ
た

こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
推
測
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
元
文
三
年
二
月
は
か
り
武
蔵
に
あ
り
し
ほ
と
浅
茅
原
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て

　
　
春
は
ま
た
浅
茅
か
原
の
夕
暮
に
友
よ
ふ
雁
の
こ
ゑ
い
そ
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
紫
霞
尊
翁
家
集
』
）

　
　
　
　
甲
浦
の
役
所
に
て
波
風
烈
け
れ
は
歌

　
　
馴
つ
つ
も
折
々
こ
と
に
を
と
ろ
く
は
ま
く
ら
に
ち
か
き
浪
の
音
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
句
稿
『
澗
水
草
』
）

後
者
は
延
享
二
年
の
く
れ
甲
浦
分
一
役
所
で
の
作
で
あ
る
。
次
は
一
枚
の
紙
に
書
か

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
い
た
つ
ら
に
世
に
ふ
る
も
の
と
人
の
お
も
は
ん
も
や
さ
し
け
れ
と
、
又
官

　
　
　
　
謝
に
春
を
向
へ
て
な
を
あ
り
貞
な
る
は
、
心
の
外
な
か
ら
得
や
ま
ぬ
事
の

　
　
　
　
故
あ
れ
は
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
　
恒

　
　
あ
さ
ま
し
や
つ
か
へ
を
か
へ
す
よ
は
い
も
て
世
に
つ
な
か
る
る
こ
こ
ろ
な
か
さ

　
　
は

　
　
　
　
　
明
和
二
乙
酉
　
初
春

明
和
二
年
は
義
七
郎
七
十
歳
。
分
一
役
と
し
て
長
浜
に
お
い
て
越
年
し
た
時
の
感
懐

で
あ
る
。
お
な
じ
年
の
く
れ
に
は
、

　
　
　
　
年
の
く
れ
に
身
の
老
ぬ
る
こ
と
を
歎
き
て

　
　
よ
し
や
よ
し
暮
行
年
も
を
し
ま
じ
な
と
て
も
老
ぬ
る
我
身
と
思
へ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
紫
霞
尊
翁
家
集
』
）

八
五
　
　
柳
村
家
の
人
々
－
鹿
持
氏
家
系
考
凶
Ｉ
（
小
関
）

と
詠
ん
で
い
る
。
致
仕
を
願
う
心
も
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
。

　
こ
こ
で
、
つ
い
で
に
次
の
書
簡
を
読
も
う
。
こ
れ
は
、

　
　
丁
亥
九
月
廿
五
日
島
崎
三
八
老
人
力
差
越
ス
。
尊
筆
。

と
記
し
た
包
み
紙
に
保
存
（
長
崎
氏
）
さ
れ
て
い
て
、
義
七
郎
の
死
後
、
故
人
の
筆

跡
と
し
て
柳
村
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
丁
亥
は
安
永
六
年
で
あ

る
。

　
　
物
静
に
候
故
数
十
年
ふ
り
に
ロ
を
開
候
付
、
御
目
に
か
げ
候
。
土
用
中
長
旱
仕

　
　
候
処
、
六
月
十
五
日
夕
立
い
た
し
候
。
草
木
も
人
々
の
気
も
す
く
や
か
に
な
り

　
　
候
付
、
夕
方
ふ
と
存
付
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
　
匝

　
　
　
山
家
　
　
夕
立
の
は
れ
行
空
に
す
み
の
ほ
る

　
　
　
　
夏
月
　
　
　
　
　
　
月
影
す
す
し
木
か
く
れ
の
庵

　
　
又
例
の
狂
句
。

　
　
　
　
夕
立
の
跡
に
ぼ
ち
く
月
の
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澗
　
水

　
　
久
し
く
捨
置
候
ゆ
へ
お
か
し
き
ふ
し
も
無
御
座
候
。
さ
り
な
が
ら
月
の
露
と
申

　
　
事
一
句
の
骨
子
に
て
、
新
し
く
仕
立
た
る
こ
と
、
少
自
讃
の
心
も
御
座
候
。

　
　
　
　
　
雪
蹊
寺
へ
ま
う
て
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
　
恒

　
　
　
ふ
り
に
け
る
雪
の
ほ
そ
道
尋
き
て
む
か
し
の
跡
に
ぬ
る
る
袖
か
な

　
　
又
、

　
　
　
　
山
寺
や
鐘
の
尾
を
つ
ぐ
蝉
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澗
　
水

　
　
三
月
四
日
当
役
蒙
仰
候
時
、
沢
田
歳
次
に
自
分
有
付
、
て
ん
か
う
申
候
へ
共
、

　
　
ろ
く
取
は
や
却
而
め
い
わ
く
ぃ
た
し
候
。
其
句
、

　
　
　
　
古
木
偶
も
四
日
の
雛
の
あ
た
ま
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澗
　
水

　
　
　
　
艶
も
絶
せ
ぬ
は
れ
の
花
笠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
内
半
左
衛
門

　
　
　
御
覧
後
火
中



八
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

あ
て
名
が
な
い
か
、
同
好
の
親
友
（
島
崎
三
八
老
人
か
）
に
見
せ
た
も
の
に
ち
が
い

な
い
。
「
三
月
四
日
」
は
宝
暦
七
年
、
六
十
二
歳
の
年
で
あ
る
。
『
緊
要
録
』
の
そ

の
年
の
条
に
。

　
　
三
月
二
日
被
仰
渡
御
用
有
之
候
間
、
明
後
四
日
出
勤
可
有
旨
申
来
。
同
四
日
会

　
　
所
へ
出
。
林
三
郎
右
衛
門
殿
被
仰
渡
。
長
浜
御
分
一
役
二
被
仰
付
也
。
（
中
略
）

　
　
四
月
十
二
日
、
長
浜
御
分
一
江
行
。
翌
十
三
日
、
引
渡
受
取
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
　
０
こ
の
書
は
同
年
六
月
下
旬
ご
ろ
の
も
の
か
。

　
少
し
く
注
を
加
え
て
。
お
こ
う
。
‘
　
「
数
十
年
ふ
力
・
に
口
を
開
き
」
は
や
や
誇
張
で
あ

ろ
う
。
「
雪
の
ほ
そ
道
」
ば
雪
蹊
寺
の
歌
語
化
、
蹊
の
字
は
小
径
の
意
が
あ
添
。
こ

の
寺
は
、
長
宗
我
部
氏
滅
亡
の
哀
史
と
・
関
係
が
ふ
か
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

義
七
郎
の
曽
祖
父
右
京
進
は
、
天
正
十
四
年
長
宗
我
部
信
親
に
従
っ
て
戸
次
川
の
戦

坏
従
軍
し
、
。
｀
討
死
し
丈
。
そ
の
信
翠
の
墓
が
こ
の
寺
に
あ
る
。
「
昔
の
跡
に
ぬ
る
る

袖
か
な
」
は
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
「
て
ん
か
う
申
候
へ
共
」

は
挿
入
句
、
「
沢
田
と
自
分
と
が
役
目
に
あ
り
つ
い
た
か
、
こ
れ
は
ふ
ざ
け
て
言
う

の
だ
け
れ
ど
、
月
給
と
り
の
生
活
は
も
は
や
御
免
こ
う
む
り
た
い
も
の
だ
」
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
「
御
覧
後
火
中
」
の
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
書
を
見
る
と
、
義
七
郎
が
与
え
ら
れ
た
職
務
を
果
た
し
な
か
ら
、
悠
々
と
歌

や
旬
を
楽
し
む
余
裕
の
あ
る
心
境
に
あ
っ
た
こ
と
か
想
像
せ
ら
れ
る
。
「
ろ
く
取
」

は
め
い
わ
く
と
言
い
、
「
古
木
偶
」
と
自
嘲
し
な
が
ら
、
運
命
に
安
ん
じ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。
隠
退
は
も
と
よ
り
願
わ
し
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
・
以
上
、
年
代
の
分
か
る
も
の
の
み
を
拾
い
出
し
て
、
義
七
郎
の
和
歌
を
一
瞥
し

た
。
彼
の
和
歌
は
、
『
採
玉
集
』
に
は
十
八
首
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
義
七
郎
の
俳
諧
を
見
よ
う
。
和
歌
も
そ
う
で
あ
る
が
、
特
に
俳
諧
に
つ
い
て

は
、
調
査
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
彼
の
俳
諧
は
い
つ
頃
か

ら
始
め
ら
れ
た
か
。
多
分
江
戸
に
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
本
式
に
学
ん
だ

で
あ
ろ
う
。
そ
の
作
は
、
あ
る
い
は
和
歌
以
上
に
、
高
い
水
準
に
至
っ
て
い
る
か
も

知
れ
な
い
。
延
享
二
・
三
年
の
句
稿
『
澗
水
呻
』
　
（
長
崎
氏
蔵
）
か
ら
抜
き
出
し
て

お
こ
う
。
澗
水
は
彼
の
俳
号
で
あ
る
。

　
　
虫
聞
や
草
の
か
り
寝
の
牛
の
糞

　
　
う
き
秋
を
し
ら
ぬ
貞
な
る
蛤
蛉
哉

　
　
苅
跡
や
風
の
鳴
子
の
あ
た
さ
わ
き

　
　
い
か
栗
や
芭
蕉
に
落
て
Ｉ
な
つ
み

　
　
親
猿
の
ふ
る
ひ
落
す
や
枝
の
椎

　
　
口
Ｉ
に
。
つ
れ
て
辰
巳
あ
か
り
や
蝉
の
声
　
　
　
。
。

　
　
　
ｙ
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ

　
　
夕
貞
や
若
党
よ
せ
て
火
を
貰
ぷ
　
　
　
△
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
夕
か
ほ
や
名
は
人
め
い
て
お
つ
け
の
実
　
。

　
　
夕
貞
や
内
衣
掛
て
あ
る
破
垣
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
。

　
　
　
　
二
布
か
け
た
る
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
Ｉ
　
　
　
　
　
、
。
ヽ

　
　
己
が
葉
を
日
傘
に
さ
す
や
蓮
の
花

　
　
富
士
の
雪
消
て
ふ
る
夜
の
暑
さ
か
な
　
　
　
（
延
享
二
年
六
月
十
五
日
）

　
　
月
見
れ
は
物
な
つ
か
し
や
門
す
す
み

　
　
門
涼
み
虹
矧
の
唄
も
更
に
け
り

　
　
四
方
の
空
に
雲
の
涌
立
暑
さ
哉

　
　
闇
の
夜
は
風
も
目
に
見
え
す
暑
さ
哉

　
　
栗
狩
や
枯
葉
も
共
に
掴
取

　
　
初
雪
に
身
は
蝸
牛
や
紙
子
夜
着

　
　
遊
糸
の
糸
も
つ
れ
け
り
印
杭

　
　
浮
鴨
や
師
走
の
空
を
何
と
は
へ
る

　
　
夜
た
た
打
座
頭
の
妻
の
砧
か
な

　
　
　
　
歳
暮

　
　
　
　
　
　
　
人
其
苦
を
楽
し
め
は
た
の
し
ま
さ
る
事
な
し
と
は
八
坂
入
媛
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
は
と
か
や

　
　
さ
ま
さ
ま
の
苦
を
楽
し
む
や
年
の
暮



　
こ
れ
ら
に
も
、
い
さ
さ
か
注
を
つ
け
て
み
る
。
夕
顔
の
句
は
、
『
源
氏
物
語
』
夕

顔
の
巻
の
一
場
面
を
俳
諧
化
し
た
句
で
あ
る
。
「
名
は
人
め
い
て
」
が
何
よ
り
も
そ

れ
を
証
す
る
。
念
の
た
め
『
源
氏
』
の
一
節
を
引
く
と
、
「
か
の
白
く
咲
け
る
を
な

む
夕
顔
と
申
し
侍
る
。
花
の
名
は
人
め
き
て
、
か
う
あ
や
し
き
垣
根
に
な
む
咲
き
侍

句
け
る
」
。
こ
れ
は
随
身
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
句
の
「
若
党
」
が
「
随
身
」
の
、
「
破

垣
」
が
「
あ
や
し
き
垣
根
」
の
俳
諧
化
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
や
す
い
。
「
内
衣
」

に
は
「
ユ
ウ
」
と
よ
め
る
振
仮
名
が
あ
る
。
ユ
ウ
は
木
綿
で
、
そ
れ
が
端
的
に
言
え

ば
二
布
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
内
衣
掛
て
あ
る
破
垣
」
の
句
は
、
『
醒
酔
笑
』
の

　
「
夕
顔
の
棚
の
下
な
る
夕
涼
み
男
は
て
て
ら
妻
は
ふ
た
の
し
て
」
　
（
『
岩
波
古
語
辞

典
』
　
「
ふ
た
の
」
の
項
所
引
に
よ
る
）
と
も
つ
な
が
り
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
　
「
富
士
の
雪
」
の
句
は
、
『
万
葉
集
』
の
著
名
な
歌
「
富
士
の
嶺
に
降
り
お
く
雪

は
六
月
の
も
ち
に
消
ぬ
れ
ば
そ
の
夜
降
り
け
り
」
に
よ
る
。
「
夜
た
た
打
つ
」
は
、

　
「
さ
み
だ
れ
の
空
も
と
ど
ろ
に
郭
公
な
に
を
憂
し
と
か
夜
た
だ
鳴
く
ら
む
」
な
ど
の

　
『
古
今
集
』
の
用
語
を
用
い
た
も
の
。
（
享
保
十
四
年
十
月
に
戸
塚
元
啓
の
添
削
を

乞
う
た
義
七
郎
の
歌
に
「
た
か
里
に
よ
た
た
鳴
け
む
郭
公
一
こ
ゑ
す
き
ぬ
有
明
の

空
」
が
あ
る
）
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
義
七
郎
の
国
文
学
古
典
の
教
養
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
最
後
の
句
は
一
種
の
人
生
観
を
よ
ん
で
い
る
。
八
坂
入
媛
の
こ
と
ば
は
、
何
の
書

に
出
て
い
る
か
未
考
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
義
七
郎
が
神
道
の
書
を
も
読
ん
だ

こ
と
を
知
る
。
彼
の
和
歌
に
も
、

　
　
　
　
社
頭
杉

　
　
瑞
簸
に
立
そ
ふ
杉
の
お
の
つ
か
ら
な
ほ
き
は
神
の
心
成
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
紫
霞
尊
翁
家
集
』
）

か
お
る
。

　
義
七
郎
に
は
句
入
り
の
旅
日
記
『
西
灘
紀
行
』
　
（
長
崎
氏
蔵
）
の
作
か
お
る
。
四

十
六
歳
の
年
、
「
寛
保
元
年
辛
酉
菊
花
や
や
う
つ
ろ
ふ
頃
、
そ
れ
の
日
曙
、
福
井
の

草
。
廬
を
出
」
で
て
、
西
灘
す
な
わ
ち
幡
多
海
岸
地
方
を
め
ぐ
り
、
十
月
六
日
帰
着
す

八
七
　
　
柳
村
家
の
人
々
－
鹿
持
氏
家
系
考
目
－
（
小
関
）

る
ま
で
を
記
し
た
小
冊
子
で
、
澗
水
の
署
名
が
あ
る
。
『
緊
要
録
』
等
と
て
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
こ
の
旅
は
「
浦
々
御
銀
取
役
」
と
し
て
、
「
御
銀
取
立
」
の
た
め
に
浦

々
を
廻
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
紀
行
中
に
は
用
務
の
こ
と
は

全
く
１
　
か
れ
て
い
な
い
。
記
事
は
簡
単
で
、
き
わ
め
て
ま
れ
に
、
描
写
や
詠
歎
の
文

が
見
ら
れ
る
。

　
　
さ
れ
ど
海
岸
近
く
高
き
所
な
れ
ば
、
終
夜
只
枕
も
と
へ
打
寄
る
か
と
お
も
は
れ

　
　
て
、
ま
と
ろ
み
か
ち
な
り
。
昔
の
尊
き
都
人
、
須
磨
明
石
の
逆
旅
に
、
浪
た
た

　
　
こ
こ
も
と
に
よ
す
る
な
り
と
、
哀
に
も
か
な
し
く
も
書
給
へ
る
、
ま
こ
と
に
さ

　
　
こ
そ
と
お
も
ひ
し
ら
れ
た
り
。
き
き
も
な
ら
は
ぬ
な
ど
俊
成
卿
の
読
給
ひ
し
。

　
　
　
　
長
き
夜
を
お
き
て
居
れ
と
か
波
の
音
。

は
一
例
で
あ
る
。
俊
成
の
「
き
き
も
な
ら
は
ぬ
」
の
歌
は
前
に
ふ
れ
た
。

　
こ
の
書
に
文
学
性
を
与
え
て
い
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
散
文
の
部
分
よ
り
も
、
文

中
に
は
さ
ま
れ
た
発
句
で
あ
る
。
す
べ
て
で
二
十
一
句
。
そ
の
中
か
ら
抜
き
出
し
て

お
く
。
（
　
）
内
は
筆
者
の
注
で
あ
る
。

　
　
秋
風
に
西
向
て
行
馬
の
上

　
　
ひ
つ
ち
田
や
植
女
の
ど
め
き
昨
日
今
日

　
　
　
　
ふ
く
へ
を
頭
と
し
蓑
ま
と
ひ
て
竹
の
刀
横
た
る
人
は
か
か
し
也
け
り

　
　
夕
日
さ
す
か
か
し
の
蓑
の
お
か
し
さ
よ

　
　
よ
ひ
坂
や
扨
こ
そ
招
く
花
す
す
き
（
よ
び
坂
―
窪
川
町
地
名
）

　
　
落
栗
に
打
れ
て
鳴
か
猿
の
声

　
　
蓑
着
れ
は
案
山
子
に
似
た
り
薄
原

　
　
　
　
半
夜
千
鳥
に
感

　
　
空
は
は
や
冬
来
に
け
り
な
小
夜
千
鳥
（
九
月
二
十
八
日
の
作
）

　
　
行
秋
の
ふ
み
あ
ら
し
た
る
野
原
哉
（
九
月
二
十
九
日
の
作
）

　
　
夕
日
影
秋
の
名
残
や
松
の
蔦

　
　
木
々
の
葉
は
ま
た
合
点
せ
す
初
時
雨
（
十
月
一
日
の
作
）

　
以
上
、
澗
水
の
俳
句
を
ぬ
き
出
し
て
み
た
。
こ
と
ば
の
し
ゃ
れ
や
見
立
て
の
面
白



八
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

さ
に
興
じ
た
も
の
、
古
典
を
も
じ
っ
た
も
の
、
写
生
を
旨
と
す
る
も
の
な
ど
い
ろ
い

ろ
で
あ
る
か
、
概
し
て
穏
や
か
な
ユ
ー
モ
ア
の
句
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
義
七
郎
の
著
述
に
『
都
鄙
の
言
葉
』
　
（
長
崎
氏
蔵
）
か
お
る
。
序
文
の
日
付
に
よ

る
と
、
宝
暦
十
年
仲
春
の
成
立
で
あ
る
。
「
ち
ょ
る
け
に
」
な
ど
九
つ
の
土
佐
言
葉

に
つ
い
て
、
古
典
の
例
な
ど
を
引
い
て
、
由
緒
あ
る
言
葉
ゆ
え
卑
下
す
る
に
当
ら
ぬ

旨
を
述
べ
た
も
の
。
別
に
解
説
し
た
こ
と
が
あ
乱
が
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
述
べ
な

い
。

　
’
『
紫
１
　
尊
翁
家
集
』
。
の
雅
澄
の
朱
書
書
入
れ
（
前
掲
）
に
’
義
七
郁
の
著
と
し
て

　
『
江
戸
の
名
残
』
が
あ
る
。
雅
澄
の
『
蔵
書
目
録
』
　
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
長
崎
氏

蔵
本
）
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ド

　
　
。
江
戸
の
名
残
　
　
　
　
　
】
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
あ
る
が
、
「
今
も
存
す
る
か
ど
う
か
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
≒
　
　
　
　
　
」
‘
　
　
／

　
ふ
り
か
え
っ
て
見
て
、
義
七
郎
は
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思
う
。
和
漢
に
わ

た
る
広
い
教
養
を
も
ち
、
文
学
的
資
質
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
彼
ほ
ど
の
教
養
は
、

彼
の
よ
う
な
階
層
の
武
士
と
し
て
、
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
江

戸
往
来
に
際
し
て
、
く
り
か
え
し
用
人
以
下
の
総
く
る
め
役
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
彼
は
信
望
も
あ
り
実
務
に
も
有
能
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
し
か
し
特
別
の
昇
進
も
な
く
、
最
晩
年
に
よ
う
や
く
白
札
と
い
う
一
種
の
名
誉

称
号
を
与
え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
せ
っ
か
く
の
才
能
を
仲
ば
し
生
か

す
べ
き
環
境
に
恵
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
結
局
一
介
の
徒
士
と
し
て
、
藩
の
下
づ
み
の

役
人
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
。
そ
れ
は
耐
忍
の
生
涯
と
で
も
言
っ
て
み
た
い
気
が
す

る
。
紫
霞
山
人
と
か
澗
水
と
か
の
雅
号
に
は
、
そ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
の
離
脱
の
夢

か
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
最
後
ま
で
夢
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
う
い

う
彼
が
わ
ず
か
に
心
を
遊
ば
せ
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
風
流
と
か
文

芸
と
か
の
世
界
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
文
芸
に
は
、
『
都
鄙
の
言
葉
』
や
『
東
関

紀
行
』
の
作
者
の
論
の
よ
う
な
も
の
、
す
な
わ
ち
古
語
・
古
典
の
研
究
も
含
め
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
こ
の
家
に
や
が
て
鹿
持
雅
澄
と
い
う
国
学
者
が
出
現
す
る
こ
と
と

も
、
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
三
　
儀
三
丞
惟
政
と
尉
平
惟
則

　
義
七
郎
惟
恒
の
後
を
継
い
だ
の
が
、
儀
三
丞
惟
政
で
、
こ
れ
が
雅
澄
の
祖
父
で
あ

る
。
『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
二
十
年
十
月
出
生
、
安
永
二
年
七
月
一
日
家
を
継

ぎ
、
同
三
年
九
月
二
十
六
日
享
年
四
十
歳
で
死
去
し
た
。
福
井
山
荘
先
螢
の
次
に
葬

り
、
白
峰
道
雪
信
士
ど
号
す
。
『
白
札
１
　
役
年
譜
帳
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
‥

　
一
、
四
代
儀
三
丞
儀
安
永
二
巳
七
月
、
父
儀
七
郎
跡
目
三
人
扶
持
切
米
拾
石
、
’
桔

　
‘
　
式
御
用
人
を
以
相
続
被
仰
仕
以
後
勤
方
・
　
　
　
　
　
・
　
ト
’
≒

　
　
～
同
年
　
雛
城
西
之
口
御
番
被
仰
惨
・
ｆ

　
　
一
、
同
三
午
年
九
月
、
就
病
気
御
奉
公
役
難
相
勤
、
遂
御
断
、
養
子
尉
平
代
勤

　
　
　
奉
願
。
同
年
迄
弐
ヶ
年
相
勤
病
死
。

　
父
義
七
郎
は
晩
年
に
い
た
っ
て
自
札
の
格
式
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
前
に
見
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
格
式
御
用
人
を
以
相
続
」
と
あ
る
。
白
札
は
一
代
限

り
を
原
則
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
除
か
れ
た
の
は
あ
や
し
む
に
足
り

な
い
。
む
し
ろ
「
格
式
御
用
人
」
と
な
っ
た
の
は
優
遇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
初

代
以
来
、
柳
村
家
は
「
御
歩
行
」
だ
っ
た
（
前
述
べ
た
と
お
り
）
か
ら
で
あ
る
。

　
儀
三
丞
の
妻
は
『
家
譜
』
に
、
「
伴
喜
作
正
則
女
か
ね
、
天
保
二
年
辛
卯
十
月
廿

六
日
死
。
于
時
歳
八
十
二
矣
。
葬
于
福
井
山
荘
先
登
之
次
。
号
本
明
浄
智
信
女
」
と

あ
る
。

　
伴
喜
作
に
つ
い
て
は
、
『
四
等
士
族
上
席
年
譜
（
七
）
』
　
（
高
知
県
立
図
１
　
館

蔵
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
伴
氏
の
初
代
喜
三
郎
は
、
貞
享
四
年
「
御
歩

行
」
に
召
し
出
さ
れ
、
江
戸
火
消
役
、
御
番
役
、
銀
札
交
易
役
な
ど
を
勤
め
、
享
保

七
年
秋
病
死
し
た
。
二
代
が
喜
作
で
あ
る
。
二
人
扶
持
切
米
五
石
で
相
続
を
許
さ

れ
、
宝
暦
十
一
年
「
格
式
御
用
人
」
に
昇
格
、
明
和
七
年
病
死
し
た
。
こ
の
間
、
会



、
御
免
方
加
役
、
同
定
役
、
同
先
遣
役
な
ど
を
つ
と
め
、
切
米
七
石
と
な

　
喜
作
女
か
ね
が
柳
村
家
に
嫁
い
で
き
た
の
は
、
明
和
三
、
四
年
（
儀
三
丞
三
十

二
、
Ｅ
歳
。
か
ね
十
七
、
八
歳
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
明
和
五
年
十
一
月
に
は
、
長

女
さ
よ
（
雅
澄
母
）
が
生
ま
れ
、
明
和
八
年
十
月
に
は
二
女
ゆ
さ
が
生
ま
れ
る
。
ゆ

さ
は
『
家
譜
』
に
、
内
田
安
右
衛
門
知
定
に
嫁
し
、
天
保
十
三
年
、
七
十
二
歳
で
歿

し
た
と
記
し
て
い
る
。
内
田
氏
に
つ
い
て
は
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
文
化
八
年
閏
三
月
に
、
雅
澄
（
二
十
一
歳
）
の
家
で
は
、
か
ね
女
六
十
の
賀
が
催

さ
れ
た
。
飛
鳥
井
雅
四
氏
蔵
無
題
の
一
冊
（
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
を
綴
じ
合
わ
せ
た
も

の
）
に
そ
の
「
賀
歌
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
目
に
つ
く
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
　
大
技

　
　
春
風
の
ふ
く
ゐ
の
里
の
い
と
柳
も
え
出
て
千
代
を
へ
な
む
と
す
ら
ん

　
　
　
　
柳
村
氏
の
お
ほ
は
の
君
の
六
十
の
賀
し
給
ふ
け
れ
は
祝
の
こ
こ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
好
春

　
　
い
さ
や
い
さ
鶴
亀
よ
い
さ
う
け
は
り
て
な
れ
こ
そ
出
め
寿
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
町
稲
城

　
　
ち
と
せ
を
か
け
て
　
打
扉
く
　
柳
の
か
け
の
　
長
閑
さ
や
　
み
と
り
の
糸
を

　
　
く
り
か
へ
し
　
い
は
ふ
よ
は
ひ
そ
　
か
き
り
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
仲
枝

　
　
あ
し
引
の
山
か
た
つ
き
て
す
む
廬
は
千
代
の
影
さ
す
松
も
し
け
れ
り

　
文
政
十
二
年
十
二
月
の
一
日
と
十
六
日
と
に
、
雅
澄
の
家
で
は
、
か
ね
女
の
八
十

賀
の
宴
が
催
さ
れ
た
。
『
賀
宴
歌
』
　
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
は
そ
の
折
の
歌
を
集
め

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
原
敏
鎌

　
　
か
め
を
か
に
生
る
常
磐
の
松
の
こ
と
君
は
千
年
に
さ
か
え
ま
さ
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
部
厳
男

　
　
酒
坏
二
梅
花
浮
飲
乍
叙
伴
似
千
歳
乎
吾
毛
態
経

八
九
　
　
柳
村
家
の
人
々
－
鹿
持
氏
家
系
考
呻
Ｉ
（
小
関
）

　
　
　
　
園
申
な
る
を
を
り
て
（
題
「
梅
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
仲
枝

　
　
老
人
の
若
え
む
姿
見
ま
く
ほ
り
か
さ
し
の
為
と
を
れ
り
こ
の
梅

　
　
　
　
梅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
並
雅
景

　
　
布
留
雪
乎
凌
而
開
流
梅
花
世
廼
長
人
二
似
類
登
否
一
言
八
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
貞
枝

　
　
亀
岡
能
山
備
二
開
流
梅
花
挿
頭
遊
倍
万
代
左
右
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
人
　
雅
澄

　
　
こ
の
こ
ろ
の
雪
に
ふ
ら
え
て
う
め
の
花
か
く
咲
た
る
は
け
ふ
の
ひ
の
為

前
二
首
は
十
二
月
一
日
の
歌
か
ら
ぬ
い
た
。
亀
岡
は
雅
澄
の
家
か
ら
、
近
く
南
方
に

見
え
る
。
あ
と
の
三
首
は
十
二
月
十
六
日
の
歌
。
こ
の
日
の
客
人
は
、
右
三
名
の
ほ

か
に
別
府
信
栄
・
麻
田
久
住
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
儀
三
丞
に
は
男
子
が
な
か
っ
た
。
養
子
尉
平
惟
則
を
し
て
家
を
継
が
せ
る
こ

と
に
な
る
。
儀
三
丞
の
歿
す
る
前
後
の
頃
に
、
急
に
縁
組
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
尉
平
十
八
歳
で
あ
る
。
長
女
さ
よ
は
ま
だ
七
歳
で
あ
っ

た
。

　
『
紫
霞
尊
翁
家
集
≒
に
儀
三
丞
の
和
歌
が
あ
る
の
で
、
若
干
を
ぬ
く
。
歌
人
と
し

て
の
名
は
雅
英
で
あ
る
。

　
　
　
　
社
頭
水

　
　
ち
は
や
ふ
る
神
の
恵
を
み
た
ら
し
の
心
も
す
め
る
水
の
い
ろ
哉

　
　
　
　
山
　
吹

　
　
春
も
や
や
す
き
の
簸
の
ひ
ま
よ
り
も
え
な
ら
す
に
ほ
ふ
山
ふ
き
の
は
な

　
　
　
　
野
亭
花

　
　
よ
も
き
ふ
の
い
ふ
せ
き
や
と
も
し
か
す
か
に
は
る
は
か
き
ほ
の
花
も
に
ほ
へ
る

　
　
　
　
山
家
春
夜
雨

　
　
さ
ら
ぬ
た
に
物
の
さ
ひ
し
き
山
里
に
い
と
と
し
つ
け
き
春
の
夜
の
雨

　
な
お
、
『
採
玉
集
』
に
は
雅
英
の
作
一
首
が
と
ら
れ
て
い
る
。



九
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
七
巻
　
人
文
科
学

　
儀
三
丞
惟
政
の
養
子
尉
平
惟
則
は
、
す
な
わ
ち
鹿
持
雅
澄
の
父
で
あ
る
。
『
家

譜
』
に
、
「
実
野
見
丞
大
夫
自
守
二
男
也
」
　
「
安
永
四
年
乙
未
二
月
継
家
。
文
化
十

二
年
乙
亥
十
月
八
日
致
仕
。
天
保
十
三
年
壬
寅
五
月
十
九
日
死
。
于
時
歳
八
十
六

矣
。
葬
于
福
井
山
荘
先
堅
之
次
。
号
郭
鹿
了
然
信
士
」
と
記
す
。

　
野
見
氏
は
、
家
老
福
岡
家
の
与
力
で
あ
っ
た
。
『
御
家
中
分
限
牒
』
　
（
高
知
県
立

図
書
館
蔵
）
に
、
福
岡
図
書
の
騎
馬
の
中
に
。
、

　
一
、
同
（
知
行
）
三
拾
石
　
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
‘
『
野
見
園
右
衛
門

と
あ
る
の
か
、
尉
平
の
兄
で
あ
り
、
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
た
戸
部
良
煕
の
嗣
と
な
っ

た
重
之
進
春
行
が
尉
平
の
弟
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
か
つ
て
述
べ
て
お
い
た
。
　
ト

　
『
白
１
　
勤
役
年
譜
帳
』
忙
よ
っ
、
て
、
尉
平
の
官
歴
を
見
よ
う
。
ヽ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
一
、
’
五
代
尉
平
儀
、
安
永
三
年
九
月
養
父
儀
三
丞
代
勤
被
召
仕
以
後
勤
方
。

　
　
　
一
、
同
四
未
二
月
、
養
父
儀
三
丞
跡
目
三
人
扶
持
切
米
拾
石
、
格
式
共
無
相
違

　
　
　
相
続
被
仰
付
之
。

　
　
　
て
同
五
申
二
月
、
爾
来
御
城
定
宮
仕
役
相
勤
居
候
処
、
御
詮
義
之
上
、
御
在

　
　
　
国
中
繁
多
相
勤
候
を
以
、
為
御
補
銀
四
十
目
被
下
之
。

　
　
　
一
、
天
明
元
丑
ノ
四
月
、
御
城
定
言
仕
役
御
免
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
同
四
辰
十
二
月
、
御
城
西
ノ
ロ
御
番
入
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
同
五
巳
十
二
月
、
御
城
西
ノ
ロ
御
番
、
以
前
之
通
白
札
被
差
置
候
二
付
、

　
　
　
右
御
番
無
異
儀
御
免
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
同
七
未
四
月
、
御
廟
所
御
番
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
享
和
三
亥
八
月
、
御
屋
鋪
御
奥
御
錠
前
役
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
同
年
九
月
、
右
役
無
異
儀
御
免
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
同
年
十
月
、
御
築
山
御
番
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
文
化
二
丑
二
月
、
御
廟
所
御
番
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
同
年
十
二
月
、
御
用
方
数
年
無
異
儀
出
精
相
勤
候
訳
を
以
、
為
御
褒
美
御

　
　
　
米
六
斗
被
成
遣
之
。

　
　
　
一
、
同
五
辰
閏
六
月
、
先
達
而
藤
並
明
神
御
宮
御
建
立
二
付
、
厚
存
入
寸
志
指

　
　
　
出
御
受
納
被
仰
付
、
御
満
足
二
思
召
。
依
之
御
褒
詞
中
聞
候
様
被
仰
出
之
。

　
　
　
一
、
同
十
酉
十
二
月
、
数
拾
ケ
年
御
用
方
無
異
儀
出
精
相
勤
候
訳
を
以
、
切
米

　
　
　
壹
石
御
加
増
被
仰
付
之
。

　
　
　
一
、
同
十
二
亥
十
二
月
、
就
病
気
御
奉
公
役
難
相
勤
、
遂
御
断
、
倅
源
太
代
勤

　
　
　
奉
願
。
天
保
十
三
寅
年
迄
、
倅
代
勤
共
都
合
六
拾
九
ヶ
年
之
内
、
相
続
以
後

　
　
　
六
拾
八
ヶ
年
相
勤
。
同
五
月
十
九
日
病
死
。

以
上
０
　
と
お
り
で
。
あ
る
。
病
気
で
退
い
た
の
は
、
右
に
文
化
十
二
年
十
二
月
と
あ
る
‘

が
、
十
月
と
す
る
『
家
譜
』
『
系
詣
』
（
鹿
持
雅
慶
作
）
　
『
年
譜
書
』
　
（
同
か
）
ゼ

と
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
椎
。
　
　
　
　
　
｀
‐
‘
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
ー
　
　
　
馬
’
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
―
’
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
‘

。
尉
平
妻
さ
よ
は
雅
澄
の
母
で
あ
る
。
ヅ
『
家
譜
』
に
「
以
明
和
’
五
年
戊
子
之
歳
十
Ｔ

月
十
七
日
生
、
文
化
二
年
乙
丑
六
月
計
四
日
死
。
ヂ
時
年
三
十
八
矣
。
葬
于
福
井
山

荘
先
螢
之
次
。
号
蓮
室
妙
薫
信
女
」
と
記
し
て
あ
る
。
歿
し
た
時
、
雅
澄
十
五
歳
で

あ
る
。

　
雅
澄
に
は
姉
（
名
は
台
）
が
あ
っ
た
。
明
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
生
ま
れ
、

矢
部
善
右
衛
門
常
長
に
嫁
し
た
。
『
家
譜
』
に
は
こ
れ
だ
け
を
記
し
て
あ
る
。
雅
澄

に
は
ま
た
弟
雅
枝
が
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
柳
原
専
蔵
の
養
子
と
な
っ

た
人
で
あ
る
。
『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
九
年
十
二
月
二
十
五
日
に
生
ま
れ
、
文

歌
八
年
十
二
月
五
日
専
蔵
の
養
子
と
な
り
、
天
保
元
年
十
月
十
日
三
十
四
歳
で
歿
し

た
。
福
井
山
に
葬
り
、
未
達
了
勇
信
士
と
号
し
た
。

（
注
）
出
　
拙
稿
「
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
」
　
（
「
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
」
第
二
七

　
　
　
巻
人
文
科
学
第
一
〇
号
）
参
照

　
　
閲
　
刈
谷
正
勝
氏
宅
に
お
い
て
拝
見
し
た
。

　
　
閣
　
雅
慶
が
井
口
に
引
越
し
た
時
に
、
吉
川
茂
久
吾
さ
ん
（
明
治
二
年
生
ま
れ
）
が

　
　
　
手
伝
い
を
し
た
そ
う
で
あ
る
。
吉
川
さ
ん
の
十
一
、
二
歳
の
頃
で
あ
っ
た
と
い

　
　
㈲
　
刈
谷
正
勝
氏
宅
に
お
い
て
拝
見
し
た
。



九
一

圓
　
拙
稿
「
「
飛
鳥
井
家
譜
」
書
簡
考
」
に
の
せ
た
書
簡
閲
で
、
白
川
左
次
兵
衛

　
は
、
利
大
夫
の
経
学
に
つ
い
て
「
数
年
御
熟
学
之
儀
二
御
座
候
ヘ
ハ
云
々
」
と
言

　
っ
て
い
る
。
。

㈲
　
筆
者
は
か
つ
て
飛
鳥
井
雅
四
氏
宅
で
こ
の
書
を
一
閲
し
た
。
こ
こ
に
一
節
を
引

　
い
た
の
は
、
そ
の
後
鴻
巣
隼
雄
氏
が
写
し
て
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
も
の
に
よ
る
。

剛
　
通
布
と
金
澄
と
は
、
惟
恒
と
と
も
に
戸
塚
元
啓
の
添
削
を
受
け
た
人
。
通
布
の

　
歌
は
「
採
玉
集
」
に
四
首
ほ
ど
入
っ
て
い
る
。

図
　
松
山
秀
美
「
土
佐
歌
人
群
像
」
内
田
（
「
土
佐
史
談
」
第
三
七
号
・
第
四
一

　
号
）

閲
　
高
知
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

�
　
刈
谷
正
勝
氏
宅
に
お
い
て
。

柳
村
家
の
人
々
－
鹿
持
氏
家
系
考
呻
－
（
小
関
）

㈲
　
拙
稿
「
二
百
年
前
の
高
知
方
言
資
料
Ｉ
「
都
鄙
の
言
葉
」
の
紹
介
と
解
説
－
」

　
　
（
「
幡
多
方
言
」
第
｝
○
号
）

皿
　
「
皆
山
集
」
　
（
刊
本
旧
）
所
収
「
格
式
役
名
順
配
記
」
に
よ
っ
て
、
格
式
順
の

　
一
部
分
を
示
し
て
お
く
。
御
馬
廻
・
御
小
姓
格
・
新
御
厄
従
・
末
子
類
（
御
馬
廻

　
末
子
・
新
小
姓
末
子
）
　
・
御
留
守
居
組
・
白
札
（
分
限
二
不
入
也
）
　
・
郷
士
・
御

　
用
人
・
御
用
人
格
・
御
歩
行
。
勿
論
こ
れ
ら
の
上
に
も
下
に
も
多
く
の
格
式
か
あ

Ｕ
　
天
保
三
年
の
雅
澄
「
差
出
拍
」
に
、

　
　
　
従
弟
違
　
　
　
　
伴
　
与
兵
衛

　
と
あ
る
。
与
兵
衛
は
１
　
作
の
孫
、
こ
の
時
御
浦
分
一
役
を
し
て
い
た
。

㈲
　
拙
稿
「
鹿
持
雅
澄
の
叔
父
」
　
（
「
土
佐
史
談
」
復
刊
第
四
八
号
）

（
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
八
日
受
理
）

（
昭
和
五
十
四
年
二
月
　
七
　
日
発
行
）
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